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ヘリウム液化業務報告

業務内容

北陸先端科学技術大学院大学

技術サービス部

木村一郎

1.ヘリウム液化設備の日常的保守・点検

2 ヘリウムの供給状況とその詳細の把握

3.ヘリウム液化設備の修理・検査

2006年9月lこUNDE社製L140のヘリウム液化機に更新し、

現在まで順調に稼動している。

現在運転時聞が初日0時間弱で、通常10000時間を

越えれば老朽化により、更新を考える必要が出てくる。
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1 .ヘリウム液化設備の日常的保守・点検

・ヘリウム液化設備・ヘリウムガス回収設備の
毎日1回以上の巡視・点検及びこれら設備の
圧力、温度等の確認とそのデータを運転日
誌に記載

・圧縮機の潤滑油のドレイン抜きなど、各装置
・設備の日常の保守管理

2.ヘリウムの供給状況とその詳細の把握
2.1ヘリウム供給量の推移
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へリウムガスの供給も含まれている(全供給量:(/)1軸程)。

ガス供給量は、震化ヘリウムに換算し直して、合計している。

la剛隼鹿から棋輯量lま減少慨向にあり、2008年度は量多年度と出パて1/2まで減少
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2.2ヘリウム供給内訳 (2008年度)
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2.3液体ヘリウムの供給量と回収率 (2008年度)
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・ へリウム供給量 ・ へリウム購入量〆
・液化ヘリウム 13，278 L ・液化ヘリウム 840 L 

・へリウムガス (7m'"ンベ) 18本 ・ガスヘリウム 151本主 1409L 

5月の回収率の低下は、回収用圧縮機からのヘリウムリーヲが原因 l 

( r3.1.回収用圧縮機の修理』を参照)
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3.ヘリウム液化設備の修理・検査
(2008年度実施)

3.1.回収用圧縮機の修理

3.2.制御盤の修理

3.3.ヘリウム液化機本体電源盤肉にある電

源モデュールの修理

3.4.定期自主検査・開放検査・保安検査

3.1回収用圧縮機の修理

症状高舵鹿回収用圧縮樋から異常音並びにヘリウムガスのリ-'7が尭
生.

1i難鵠謡番襲撃襲撃
注)開放横査作聾は章者が行い、

復旧後院運転由際、駆動音等
異常が見られないことを確寵した。
(気密検査を院運転前に実施)

改善ネジを強〈増し結晶した。

対策監視点検田強化



61

3.2.制御盤の修理
-回収用圧縮機の制御盤の故障(8月下旬)

経年劣化により、制御プログラムの入ったシーケンサ一部が故障し、

回収用圧縮機の起動、運転が出来なくなった。

(停止ランプのみ点灯)

対策新しいシーケンサーと交換(9月上旬)

・乾燥器のシーケンサー交換(圧縮機と同時期)

不具合ではないが、乾燥器が古い装置で、経年劣化で故障する

可能性があり交換した。

回収用圧縮機制御シーケンサー 乾燥器制御シーケンサー

3.3.ヘリウム液化機本体電源盤内にある電
源モデュールの修理
症状:へリウム液化機運転中、2段目9ーピン直後のヘリウムガス温度が

極低温(5K以下)になり、ヘリウム液化機が停止した。

原因 JT弁及び低圧ラインの弁のアクチュエ-11ーの電源が供給されて
おらず、作動しなかった。

へリウム液化機本体電源盤肉にあるPLCの電源モデュールが故障し
たことカf原因

対処:PLCのモデュールを交換した。

v 可寸品
ヘリウム液化機竃.盤PLC 故障した電源モデュール Y?チュエ-~ー



62

3.4.定期自主検査・開放検査・保安検査

・毎年の定期自主検査及び3年lこ1度の聞
放検査を4月初旬に行った。

検査項目

1 気密検査(現地配管、ヘリウム液化機、回収設備)

圧力計比較検査、安全弁作動検査

s 回収用圧縮機開放検査・カラーチェック

ヘリウムガス回収設備肉圧検査・カラーチェック(油水分離器、

分離膜式ヘリウムガス精製機、精製ガスマニホールド)

・高圧ガス設備の保安検査が5月下旬に行
われた。改善・指摘事項はなく、合格した。

まとめ

• 2008年度のヘリウムの供給は、 13446しである。利用研究室
の減少により、需要は減少傾向にある。

・液化ヘリウムの製造において、ヘリウム液化機のモデュー
ルの故障以外は、支障なく液化を行っている。

・ヘリウムガスの回収設備において、液化ヘリウム供給当初
(1997年)からの装置が多いため、経年劣化によるシーケン
サーの故障などがみられた。今後、修理や部品の交換・更
新等が必要になるであろう。

・4月初旬に定期自主検査・開放検査を行い、 5月下旬に保
安検査を受検した。今回の保安検査において、改善・指摘
事項はなく合格した。




